


Christmas Night Jazz
クリスマスナイトジャズ

大隅寿男カルテットwith 松村聖華

永松  徳文（ながまつ　のりふみ）
都内を中心に活動しているジャズベーシスト。
学生時代にエレキベースを弾き始め、高校を卒業後上京しミュージックトレイン音楽
スクールにてジャズ理論を学びながらウッドベースも弾き始める。現在は都内のジャズ
クラブへの出演や自身が企画するライブ、アーティストのサポートなど、様々な場所で
演奏活動をしている。

松村  聖華（むらまつ　せいか）
大阪市出身。
幼少期よりピアノ、吹奏楽部ではフルートを通して音楽に親しむ。
2013 年秋、代々木NARUボーカルオーディション合格を機に Jazz を歌い始める。
翌年、東京から福岡へ移住。福岡と東京と往復しながらライブ活動をスタート。
2015 年東京へ戻り、現在、都内ジャズクラブを中心にライブ活動中。
2017 年には、JaZZ JAPAN誌にて『2010 年代に頭角を現した新鋭アーティスト
60』に選出される。

大隅  寿男（おおすみ　としお）
福井県芦原温泉出身。明治大学政治経済学部卒。
アートブレーキー＆ジャズメッセンジャーズの来日公演（1961 年）を観て感銘を受け、大学でジャズドラム
を始める。
1969 年、大学卒業後、プロドラマーとして活動を開始。多くのミュージシャンとの共演で好評を得る。
1978 年、大隅寿男トリオを結成。リーダーとして活動を開始。国内外のアーティストと共演、アルバムレコ
ーディングに数多く参加する。また作曲家、宇崎竜童のレコーディングにも参加、共演も多い。
2005 年 1月、スイングジャーナル誌が主催する、日本ジャズ界に最も貢献した人物に贈られる「第 30回南
里文雄賞」を受賞する。また、同誌の「日本ジャズメン読者人気投票」では、 2006 年より 4年連続で「ドラ
ム部門」で 2位に選出されている。
近年はポニーキャニオン /M&I MUSIC からアルバム「ジュビレーション」（2002 年）、「グレートフル」
（2003 年）、「リジョイス」（2004 年）、「オンザロード」（2005 年）、「ニューディール」（2007 年）を意欲的
に発表している。2009 年には、音楽生活 40周年を迎えた記念盤として「Walk, Don’t Run」を発表。
スイングの明快さ・ビートの切れ味はもちろん、本人の温かい人柄は聴く人に感動を与え、多くの熱い支持を
得ている。

大隅  卓也（おおすみ　たくや）
1978年 11月 20日生まれ。
父はジャズドラマー、大隅寿男、母は元シンガーという環境で育ち、幼少の頃から音楽
に親しむ。
高校生 2年の 3月よりアルトサクッス奏法、ジャズ理論を大友義雄氏に師事。
2006 年 5月、ボストンにある、Berklee college of Music に進学、渡米。ジャズ
サックスと音楽理論を学ぶ。
2009 年 5月、同校を卒業。同年 8月に帰国。
帰国後、自己のグループ、大隅寿男グループを中心に演奏活動を開始。
日本を代表する数々のミュージシャンと共演。
都内ライブハウスを中心に、横浜ベイシェラトンホテルの最上階スカイラウンジ『ベイ
・ビュー』にレギュラー出演。
2011 年４月、『ALTO SUMMIT』に参加出演。
多田誠司、近藤和彦、太田剣、ハクエイキム、井上陽介、大阪昌彦と共演。
2011 年、安富祖貴子のアルバム『THE BLUES』に参加。
2012 年、安富祖貴子のアルバム『マイブルース』に参加

田村  衆記（たむら　しゅうき）
1991年東京生まれ。幼少よりピアノを学ぶ。2012 年ボストンのBerklee 音楽大学へ留学。
Ed Bedner に演奏を師事する傍、Scott Free の元でスモールコンボやビッグバンドの作編曲を学ぶ。
2014 年に同校をジャズ作曲科にて卒業。
帰国後は東京を中心にピアニスト、作編曲家として活動を続けている。


